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第一編一般的統計
 小児期各種貧血が如何なる頻度に存するか,此を詳細に検討せる文献は割合に少い,私は昭馴5
 年以降昭和ろろ年迄の1ア年間に東北大学附属病院小児科に入院せる患児7870例,及び昭和26
 年以後の7年間に外来を訪れた患児18469例中血液像検査を行える168ア例計9557例を対象に
 貧血に関する臨床的統計的観察を行った、
 貧血の頻度は貧血の定義如何で可成異って来る..私は従来の文献,我郭健康小児の正常値,並び
 に検査羅具検査法の誤差等を考慮の上で,赤血球数550万未満,及び血色素量"・0溌/昭油溝,
 又はその両者の減少を見るものを貧血とした
 貧血の分類に就いて承種々行れているが,私は臨床診断名に依って此を各疾患鮮に分ち,更に1原
 籍1表貧血の分類
原発性貧血
 ゴ)本態性低丑㌃素性貧血
 2)悪性貧血
 3)栄養障害による貧血
 4)未熟児貧血
 5)再生不良性貧血
 6)溶血性貧血
 7)腺腫を伴う貧血
 8)寄生虫1こよる貧コ重し
続発性貧血正
 1)白血病
 2)紫斑病
 血友病,その他の出血素因
 3)その他の血液疾患
 4)急性感染
 5)慢性感染
 6)呼吸器疾患
 競)消化器疾,患
 3)腎尿路疾患
 タ)悪性腫瘍
 10)その他
 、発性貧血《以下原発性とす)と基礎疾患に続発する続発1生
 貧血(以下続発性とす)とに二大別した、資料の選定に当
 ってぱ,①入院時(或は初診時)のみならず,経過中食並
 の生じたものも貧血とした。②原則として輸血,鉄剤等の
 貧血特殊治療の了翁つれる以前の値を採馬L.た.⑤感染その
 他の差醗性では血色素量最低の時の値を採った、④同一疾
 患で2回以上入院!叉は外来を訪れているものは初回のみと
 した.⑤同一症例で2つ以上の疾患を合併するとき・ほ,主
 体をなすと、思われるコつを採り,重複して分類することを
 さけた.⑤赤血球数或は血色素量のみ測定してあるものは
 除外した.
調査成績
 例マ6.5%.郡居住者1620例中576例25』2%.郡居住瀞こ多い
 中155例12.6%.郡居達者472例中155例28.6%で同様郡居住者に多い.
 4)年令別.入院では6ケ月未満の乳児前期952例中167例17.5%,6ケ月～可2ケ月
 の乳児後期992例中185例18.5%,{～6年の幼児4215例中1102例26。1%,6年以上
 の学童17D4例中454例26.6%.外来では乳婚前期17.6例中25例45、1%.乳児後期161
 例中27側て6.8%、幼児866例中167例19.5%.学童では484例中71例143%であ
 った.
 /)総数.調査総数9557例中貧血2196例23.臼%.
 入院ではア870例中貧血1908例24.2%.夕1来は1687
 例中288例1ハ%であった、
 2)男女別.ス院では男子4451例中貧血斜50例
 25,8%シ女児54"例中貧血て69例16.1%であっ裕
 5)市部別.市部別については昭和26年以降の資料
 につ1《て調査しブこ.兀完でけミ市居住i者2984例中貧血492
 .タト男∈て聾よ市居住1者1215{第ゴ
 5
エ
オ
栄
湘
瓢
聾
胸
2!
麹
 ト
レ
十
ナ
 を
5
 ゴ
く
ぐ
 す
る
例
 『訓一
 5
6
こ
ぴ
 茜,
 東
生
当
止
り
η
餐
と
ヒ
坐
ま
 5)発病より貧血検出までの期間.続発性で基礎疾患の発病よリコ貧血の見られるまでの郷間を
 見るに,入院ではマ752例中1週間以内に.見られたもの699例40.5%,1ケ月以内に見られた"
 もの622例58、2%,計78.5%が発病より1ヶ月以内に貧血が認められている.外来ではコケ
 月に見られたものが65.6%であった.
 6)年度別男女別櫃移.第2次大戦終了(昭和20年)を頂点として,第1図に朋か友如く漸
 次減少の傾向が見られる.調査期間を仮に次の
 第壊年畑鋤の搬(入院)5賜こ無つと第厳の如く鋤期(蔦年よ
 鵬謝、男.1汝1り2・範)は朧25剛中75・例5聯,
 第2期('2マ年より26孟眞迄)で乎ま2746例吋コ
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 664例24.0%,第5期(27年以後最近6
 年間)では2809例中4ア9例,16.9%,第
 5期の貧」亘1頻度は第1期に比し約1カに減少し
 ている.外来、窪、者についてぽ一定の傾向を認め
 蕪忽《.斑1ち昭和28年を頂、点に以後減少し,同
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 32年には再び上昇した.此はタト来に於ける血液像検査が近年より一層蓮i択的となれる結果と思わ
 れる、
 7)痴愚辞別,原発性では悪性貧血は一例もなく,本態性低色素性貧拍巳は'1例のみであった.
 栄養障碍に依る貧血は入院夕1来共に.多く,各々77例40%,55例12.5%.再生不良性貧血は
わ
 濁廃では15例0.7%,外来では5例しO%、全ての原発性ほ入院の貧∫血19D8例中コ76例9,2
 %であった.外来ではやN多く288例中68例25.7%を占める.一方続発性で1,ま白血病がス院・
 外来各々62例5.5%」5例5.2%.最も大きな部分を占めるものは感染に,よる貧血で,肺炎膿
 胸気?9支炎等の呼吸罫疾,愚を含めるとス院で"75例61.4%,外来では1ゴ5例59.6%であρた.
 8)疾患辞別貧血発生頻度.再生不良性貧血,溶血性貧」熈よ勿論100%であるが,づ揮紹章碍では
 2巳.O%,白血病では観察期間中貧血を示さぬものが68例中6例あり9'1.2%は貧血を伴う。慢性感
 染症は急性に比し高率で特に梅毒は48%,又各種腫瘍は29、8%に貧血が認められた。
 9)'疾患群別年度甥推移.最も顕著な点は感染性貧血の減少で,第1期では全貧血の72.7%
 を占めるが,第5期(最近6年)では41,1%である.一方再生不良1生貧血ほ15例中12例が第
 5期に見られている.
 10)貧血の重症度より見た頻度.入院の貧血1908例に就いて,赤血球数血色素量より分類
 す紺ゴf第2図の如く,赤」血球数血色素量共に減少するものより,血色素量の減少により貧血を呈す
 るもの多く,血色素量11、0～8、O■ノ♂4で赤血球数は550万以上の低色素性軽症貧血が劉65
 例6マ.og6,夕卜書∈でもFl各同様で288例中155例54.0263更に↓比をゴ見患、群男llに見ると罫蚕生不良
 一55一
守
 性貧血,白血病,その他の血液疾患では昏々60～'70%が.
 赤血球数250万以下或は血色素量8.09/d4以下の重症第2図重症度より見た貧血の頻度
鑑欝鋳
 るものは原発性で僅に4例,再生不良性貧血白血病では各々150250350㈲
 マ乙例中6例,62例中29例が貧血或は軸を主詐とした.→赤一位上球数
 12)家族歴.血族結婚は再生不良性貧血コ5例中5例に,溶血性貧血4例中1例に見られる、
 15)治療及ぴ転帰・多くの場合治療は輸血各種1抗貧血剤が併用され'て居り,治療効果の判定
 は難しい、バソチ氏症候群の5例溶血性貧血の2例で捌脾が血液所見の回復をもたらした。急性慢
 性感薙,呼吸器疾患計1174例中855例75%が退院時基礎疾患が全ll央叉.は軽快しているが,
 退院時血液所見が明かな465例についてみると貧血も回復しているものが99例21.5%で,多
 くの例で貧血が退院後も持続していることを示している.叉感染性貧血1616例中貧血の特殊治療
 の行われているのは僅かに99例6.1%に過ぎない.
結論
 昭和17年10月以降の17年間に,東北大学附属病院小児科をこ入院せる787D例7昭和25年
 10月以降の7年間に同外来を訪れた患児中血液像検査を受けたマ687例,計9557例について貧
 血の臨床的統計猷鰯察を行い,次の結果を得た、①入院患児の24.2%,外来患児の17.コ%に貧
 血を認めた、②性別。入院で男児に多く}外来では性別の差は見られない.⑤市部別.入院外来共
 に郡居住者に高率であった.④年翻rl.昭和20年を頂点・として近年漸次減少の傾向にある.⑤各
 種貧血の頻度.感染に基因するものが最も多く,入院で61・4%,外来で59・6%であった、⑤各
 種貧血年次別撫移.昭和20年以前に比し最近6年間では感染性貧血は約%に減少した,再生不良
 性貧曲道1病ぱ硝増加の傾向が見られる.の貧血の重症度.全貧血症例の6ア.4%は赤血球数'550
 万吠ヒなるも血色素量11、0～8.D9/44と減少せる軽症例(低色性)であった.⑧主詐.貧血叉
 獄窓白を主詐とするものは極めて稀であった.⑨豪族歴.血族結婚が諸種血液疾患て42例中8例
 5.6%に見られた.⑩治療.血液疾患を除く続発性貧血では貧血に対する治療を行えるもの極めて
 少く,退院時猶貧血の見られるものが多かった.
 第二編各種貧血の血液像骨髄徽特に赤血球系について
 前編と同一資料に基いて,入院の貧血1908例より①栄養障碍による貧血77例.②未熟児貧血
 40例.⑤再生不良性貧血律例1④先天性溶曲性貧血4例⑤鬱血性脾腫9例.⑤鉤虫貧血5例・の急
 性白血病57例.慢性白血病5例、⑧紫斑病59例、⑦小児偽白血病性貧血5例.計252例につ
 いて調査した,
 血液所見に対する標準値として,従来の文献に.依り平均赤血球容積M.e、Vは80～94cμ,
 平均血色素量(M、G.H)は25.0～54.9τ.rを正球性或は正色性の範囲とした.骨髄像に就
 いては教室加賀谷の研究成績の標準偏差域を以って正常範囲とした.
調査成績
 lll末梢血所見
 1)赤血球数侭),並びに血色素量(Hb),平均血色素量(M.C.H).①栄養障碍に依る貧・
 血ではR章405∬ZO万,、Hb8、5士182ソd4,M、C、H.2L4士5,9群.1.～般にRの減少軽
 度で549万以下は25例52.5%,他は全てHbの減少に依るものである.②未熟児貧血ではR.
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 542±88,5万.全例の65%が250(・549万の間にある.Hbは9.2士27乳/d4,MCH
 27.4±7、5rr.月令別にみると5ケ月未満では31.ロ士5.6オr}3(42ケ月では21.8士
 4.臼rr.ちケ月未満は正色性,3～マ2ケ月では低色瞳であることを示した.③再生不良性貧血,
 R192士85、0万.Hb6、6士2、0の/d4MCH.54.7土6.1rr。15例中コO例がR.
 250万以下でMCHの平均値は正色性の範囲内にあるがシ高色性を示すものが6例462%・と占
 める'、④先天性溶血性貧血.R.伍4士67.1Hb4.8土1.5£/d4、MOH.57、2上甑8
 買.4例中5例はR.桝9万以下の甚しい貧血があり、MGHは平均値高色性を示すが1例の
 み甚しい高色性で他は正色性であった.⑤欝血性脾腫.R.280土45.8万,亘b、7,4士2、19
 /44.MCH.25.1±5.7評■(Z4.R、コ49万以下の重症例はなく9例中5例は低色性、他は正
 謝生であった.⑥鉤虫貧血.R.255“0.6万、Hb,5、6士1."/44、MOH,21.7±
 5.2rr.5例ともR.に比しHbの減少著しく,いずれも低色性である.の白血病.急性では耳.
 2循±86、2万,Hb6.征2.ア9ノ吻,鵬H.28.4士7、Orr,慢性5例のR.554士54潔
 万,員b・.7.6仕O.65ソ`♂4,MGH,19.5±2.5rr.慢性の5例はいずれも低色性,急性では高趣
 性のものが5例認められた.⑧紫斑病.撞球減少性に貧血の強いものが多く,R.290士79、ロ万
 Hb7、4±1.2屍/吻,MOH、25.2±5.Orr.非栓ヨ職成少性のR,3ろ9士75.、7万,Hb22士l15砂留
 蘇eH,25.4士4、6rr,栓球減性,非栓球減少性典に低色性に傾いている.⑨小児偽白血病性貧血。ろ
 例とも貧血高塵で正色性を示した.
 2)昏種貧血の網赤血球数赤芽球数、網赤血球数は先天性溶血性貧血で最も著明に見られ,全例
 佃0%以と.赤芽球は平均5、2%に見られる、急性白血病に於ても網赤血球数29,9士20、6%を
 示すが,0～5%にあるものが57例中コ6例である、赤芽〕求は平均1.6%(0～ウ)1に見られ
 た.再生不良性貧血では網赤血球数0～5%が伯例中5例,正常乃至増加を示す例が5例であっ
 た、赤芽球,は言己載明かな5例中r例に0、5%融わられる.
 5)1各種貧血の平均赤血球容積:,溶血性貧血の4例中5例,急性白血病の25例中14例が大球
 惇再生不良性貧血,紫斑病では正〕細金が多く,鬱血性脾腫,栄養障碍による貧血では小球性が多い、
 4)各種貧血の平均血色素濃度.5G%以下の弱飽和隼は栄養障碍鬱血性脾腫,鉤虫貧血,慢
 性白血病,小児偽白血病性貧血で,50%以上が先天性溶∫鼠性貧血,再生不測生貧血,急性白癬丙に多い,
圓骨髄像
 1)昏睡貧血の有核細胞数.昏疾患とも動揺甚しいが,正常値に比し一般に低漣を示すは再生
 不良1生貧血(9.8±喋2.5万),急性白血病'(19,5士14.7万),一方正常又は高値を示翼iのの多い
 のは欝血闘牽腫(28.6‡%.5万〉栓ヨ乗減少性紫斑病'(26.5土14、9万),慢性白血病(55.8士20.O万〉で麺た、
 2)赤芽球並びに,成熟旨数,再生不良性貧血では減少するものの多いのは当然だが正常叉は増嬲る
 ものが各々1例75例と認められ,うち2例は成熟指数高値で成熟抑制型であった.急性骨髄性白
 」鼠病(20例)は全例著しく減少,優性白血病に於ても顆粒球系優勢の為百分率に於て減少しで・・る.
 5)顆粒球赤芽球比.先天性溶血性貧虫は全例低値ヲ非撞球減少性では正常高値蒼Z例,再生
 不良性貧血では赤芽球数が種々である如く顆粒球赤芽球比も種々であった.
結論
 第一編に於けると同一の資料に基いて,各種貧血の程度並びに彊髄1騒寺に赤芽球系に就いて影翻」
 醒調査を行い,以下の結果を得た。①栄養障碍による貧血.栄養失調症,何縷病,食餌性貧血等疾
 患による差異を認め難く一般に低色性で骨髄赤芽球は正常叉は増加している.⑫未熟児貧血.5ヶ
 月未満のものは正轡生塵5～12ケ月のものは低色性貧∫瓶を示した。⑤再生不良性貧血.一般に貧
 血曙朋で網赤血球減少するもの多く,正蜘生正色性梢高面生の傾向に≒らり,骨髄赤芽球は減少する
 もののみでなく増加するものもある.④溶血性貧血.網赤柏L球並びに赤芽球の出現著明でノ」調気性球
 状を呈し,正色性5例,高色性がり例に見られる.眉髄赤芽球は例外なく増加している.⑤鬱血性
 臓重。貧血中等度で小球性の傾向を有し5骨髄赤芽球増加するものが多い.⑤鉤虫貧血.無色性可
 成著しい貧血を示す.2例の骨髄赤芽球はともに増加していた.⑦白磁L病,急性は慢性に比し。貧
 血高度で五色性,梢大球性の傾向にある.慢性は全て低色性ず胃髄赤芽球は共に減少するものが多い.
 ⑧紫斑病,栓球減少性,非栓球減少性共に紙包性を示すこと多く,骨髄赤芽球は栓ヨ麺或少性に増加
 'するものが多い。⑨小児偽白血病性貧血,貧血高度で網赤血球赤芽球著増,正球性正色性,精髄赤
 粥求は減少増加香1例であった,
 でコ
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審査結果要
旨
 小児期の貧血(赤血球550万以下または血色素肩身/t超以下のもの)の臨床的統計的観察で
 ある.
 第一報では昭和1ア年以降17年間の東北大学小児科の入院患児7870例および昭和26年以降
 7年間の外来患児中検血した1687例り合計9557例について次の成績を得ている.
 1)驚患児の24.296、夕卜封ξ患}邑の17」ヲ6に貧血をろ丸とむ.
 2)性別:入院では男児に多く、外来では性差なし。5)市部別:入院、外来共に郡部居住三
 者に1多し.4)年次別:昭和20年を頂点とし以後漸減す、5)各種貧血の頻度:感染に続発
 するものが最も多く61.4%(入院)、59.6%(外来)に達す.6)各種貧血の年次別推移二昭
 和20年以前に比し最近6年間では再生不良性貧血,白血病の増加の傾向がみられ,一方感染に続
 発する貧血は約半数に減少している.
 第2報においては前報と同じ材料を用いて昏種貧血の程慶および骨髄赤芽球系所見にふれている.
 1)栄養障害による貧血:栄養失調症,クル病,食餌性貧血では低色性であり,骨髄赤芽球は
 増加している沁・・または正常である.2)未熟児貧血=5ケ月未満のものは正色性5～12ケ月のものは低麟往
 である.5〕囎生不良性貧血:正球虹色生のも鋤吹部分であるが高色性を示すものもある,骨髄赤芽球は大部
 分にて減少す、4)溶血1生貧血ご骨髄赤芽球増加}網状赤直球増加,赤芽球の末梢血洗への出現一
 著明.小球状で正色性5例,高色性1例あり・.5)鬱血性脾腫:小鞭性の傾向があり,骨随赤芽
 球の増加を示すものが多い.6)鉤虫貧血:低色性で骨髄赤芽球の増加をみとむ.7)白血病
 急性は慢性に比して貧血は高度でありケ正色性シ相々大球性の傾向を示す、慢性のものはすべて低一
 色性である,骨髄'赤芽}湘ま共に減少している。8)紫斑病:栓斑減少陸共に低色j生を示すものが
 多く,骨髄赤芽珊ま栓球減少1生に増加するものが多い..9)小児偽白血病性貧血:網状赤血!}1⑦一
 増加は著明で,正ヨ剥生,正色性である.彊髄赤芽球は減少増加各々1例箆であった・
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